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論文審査の結果の要旨

Porphyromonas gingivalisが Aggrθ•gatibacter actinomycetemcomitansの
付着と凝集に及ぼす影響に関する研究

Porphyromonas gingivalis (Pg）とAggregatibact，θr actinomycθtemcomitans (A.a ）はと

もに重要な歯周病菌であるが、ポケット深さすなわち嫌気度の程度に関わらず、

慢性歯周炎病変部位の歯周ポケット内より検出される両菌の細菌数を比較する

と、 Pgの方が有意に多く検出されるという報告や、 Pgが産生するgingipainsがAaの

産生するロイコトキシンを分解するという報告があり、PgはAaに対して病巣局所で優位

であると推察される。また、 gingipainsによるAaバイオフィルムの剥離がその理由のー
っと報告されているが、 KgpとRgpのどちらがこの過程に主として関与しているかは明ら

かではない。そこで、本研究では、 PgのKgpとRgpが如何なる機序でAaバイオフィルム

に影響を及ぼしているのかについて、付着と凝集の両面から検討している。

Pg野生株の培養上清で処理したAaは、自己凝集およびFusobacteriumnuc.lθa tumと

の共凝集が抑制された。 gingipains欠損株の培養上清と、熱処理した野生株の培養上清で

処理したAaは、凝集の抑制が消失したが、 Kgp、.Rgp特異的阻害剤を添加した野生株の培

養上清では、 Aa凝集の抑制は消失しなかった。ゼラチンザイモグラフィではgingipains
欠損株の培養上清はタンパク分解活性を失ったのに対し、 Kgp、Rgp特異的阻害剤を添加

した野生株の培養上清にはタンパク分解活性の残存が認められたため、 gingipains以外の

プロテアーゼが凝集を抑制している可能性が示唆された。

Aaバイオフィルム剥離試験とSEM像観察の結果から、 Pg野生株の培養上清と、 Rgp

特異的阻害剤を添加した野生株の培養上清は、 Aaバイオフィルムを付着部分より剥離し
たが、 Kgp特異的阻害剤を添加した野生株の培養上清と、 gingipains欠損株の培養上清は、

Aaバイオフィルムを剥離しなかった。この結果から、 Aaバイオフィルムの剥離には、
PgのKgpタンパク分解活性が関与していることが示唆された。また、 AaとPgの共培養

中にKgp特異的阻害剤を加え、 24時間後に形成されたバイオフィルム中の菌数を調べたと

ころ、コントロールと比較してAa細菌数がより多く、 Pgが極端に優勢なバイオフィルム
は形成されなかった。

以上の結果から、 PgのAaの凝集阻害にはgingipainsによりフロセシングされた

gingipains以外のフロテアーゼが、 PgのAaバイオフィルムのフレートへの付着阻害には

Kgpがそれぞれ関与することで、 Aaのバイオフィルム形成が抑制されることが示唆され
ていることから、本論文は学位論文に値すると判断された。
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